
新人 ラダーⅠ ラダーⅡ ラダーⅢ ラダーⅣ  …

専門的知識

対課題力

対他者力

対自己力

メタ認知力

ラダー別継続教育の
新しいeラーニング

教材丸ごと用意で、
教育担当者様の負担を軽減！

2023年4月スタート！

・クリニカルラダー5段階の全てにコンテンツを配置
・新しいJNAクリニカルラダーに準拠
・他社eラーニングのおよそ半額、ID無制限で利用可能

ジェネラリストのための
S-QUEクリニカルラダー別研修
ジェネラリストのための

S-QUEクリニカルラダー別研修

ついに！！
�月��日～の�週間

始まります！

ついに！！
�月��日～

始まります！

無 料お試し無 料お試し



2023

1月10日より
無料お試し
スタート！
無料お試しの詳細はp��へ
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ニーズをとらえる力

協働する力
ケアする力

意思決定を支える力

看護実践能力 専門的、 倫理的、 
法的な実践能力

リーダーシップと
マネジメント能力

専門性の開発能力

物事を論理的に捉える力
例）論理的課題解決思考、臨床推論、
報･連･相やプレゼン力ほか

他者と関係を築き協働する力
例）コミュニケーション、アサーション、
ファシリテーション、リーダーシップほか

自己を制御しやり抜く力

物事を俯瞰的に捉える力

例）生涯学習とキャリア開発、感情制御や
自信創出などの自己コントロールほか

例）医療看護サービス特性、倫理、
リフレクション、多重課題ほか

【メタ認知力】

【対自己力】

【対他者力】

【対課題力】

「専門的知識」を横糸のようにつなぐ＜横断的スキル＞

 
クリニカルラダーの導入を検討中

 研修とクリニカルラダーが
うまく連動しない

クリニカルラダー別研修の
さらなる充実を図りたい

各ラダーごとに
系統的な学習コンテンツを配置 

このような施設のためにこのような施設のために

４つの力に合わせて分類

だから
そのまま、すぐに使えます
だから
そのまま、すぐに使えます

新しく改訂される
JNAラダーに準拠※

※新しく改定されるJNAラダーの内容に準拠しています（9月末日現在）。
2023年以降に変更がある場合は、それに応じて研修コンテンツを更新いたします。
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このような施設のためにこのような施設のために

 
自施設での研修コンテンツ作成に
限界を感じる

特にラダーⅣ以上の
研修構成が難しい

研修担当者の負担を軽減し効率を高めたい
研修コンテンツのup to dateを図りたい

・1講義約20分で約300講義 
・すべての講義に
    演習課題を提供

ラダーⅣ以上の研修も充実

1講義約20分で  約300講義 

だから 
最新の知見を積み上げ
られます

だから 
最新の知見を積み上げ
られます

だから 
最新の知見を積み上げ
られます

専門家チームが作成 

詳しい研修プログラムはP7から　

最新の知見
を

積み上げら
れます

専門家チームが作成 
旧ラダーⅣ・Ⅴの
研修も充実

すべての講義に
演習課題を提供
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申込はwebサイトから
https://s-que.net/apply-form/clinical-ladder/
QRコード

看護実践能力を磨く
自己研鑽ツールとして
専門職である自身の成長のために

区分

ご利用料金
 （税込）

無制限

 

  

外部コンテンツの
eラーニング料金が高い

他社eラーニングの
およそ半額

ご利用料金についてご利用料金について

 

16,500/月 22,000/月 33,000/月 44,000/月 55,000/月

0~99床 100～199床 200～399床 400~599床 600床以上

 •日本病院会会員、全日本病院協会会員は�割引で利用できます
 •�年毎の年間契約となります。契約に変更がない場合は自動更新されます
 •支払い方法は一括、半年、月額払いから選べます

登録ID数

S-QUE クリニカルラダー別研修
    個人と組織における活用法

そして
ID無制限で
ご利用ください

そして
ID無制限で
ご利用ください

組織の理念や目的と照らし合わせながら
人材育成・教育支援ツールとして
看護師を育てるために
Off JTに

OJTに

目標管理に

日々のリフレクションや
事例検討の中で

振り返りに活用

評価を受けながら
自己の課題達成に活用

演習などと組み合わせ

ラダー別研修として活用

１．看護師個人 ２．組織における活用法

 

COST DOWN
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薬師寺慈恵会 薬師寺慈恵病院 院長

薬師寺 泰匡 氏

公立陶生病院 集中治療室 看護師長
集中ケア認定看護師

濱本 実也 氏 QRコードからダイジェスト版
動画をご視聴いただけます。

QRコードからダイジェスト版
動画をご視聴いただけます。

�-� ＜新人＞患者観察の基本＜ダイジェスト版＞
JNA分類：看護実践能力　～ニーズをとらえる力～
S-QUE分類：医療・看護に必須の専門的知識・技術

��-�＜新人＞　侵襲的検査・治療の種類と特徴と
合併症の早期発見と看護ケア＜ダイジェスト版＞
JNA分類：看護実践能力　～ニーズをとらえる力～
S-QUE分類：医療・看護に必須の専門的知識・技術

 関西医科大学 クリティカルケア
                           看護学領域 教授

宇都宮 明美 氏

一般社団法人 Critical Care Research Institute 代表理事
                                             元・杏林大学医学部付属病院看 護部長

                       ヴェクソンインターナショナル株式会社 看護企画部 部長
                                                                                           道又 元裕 氏 QRコードからダイジェスト版

動画をご視聴いただけます。
QRコードからダイジェスト版
動画をご視聴いただけます。

��-�＜新人＞リーダーシップの基本
＜ダイジェスト版＞
JNA分類：リーダーシップとマネジメント能力
S-QUE分類：他者と関係を築き協働する力＜対他者力＞

��-�.�＜ラダーⅠ＞看護実践とリフレクション
（事例）＜ダイジェスト版＞　
JNA分類：専門性の開発能力
S-QUE分類：物事を俯瞰的にとらえる力＜メタ認知力＞

日本赤十字九州国際看護大学 クリティカルケア・災害看護教授

櫻本 秀明 氏
薬師寺慈恵会 薬師寺慈恵病院 院長

薬師寺 泰匡 氏 QRコードからダイジェスト版
動画をご視聴いただけます。

QRコードからダイジェスト版
動画をご視聴いただけます。

��-�＜ラダーⅢ＞侵襲的検査・治療の種類と特徴と
合併症の早期発見と看護ケア＜ダイジェスト版＞
JNA分類：看護実践能力　～ニーズをとらえる力～
S-QUE分類：医療・看護に必須の専門的知識・技術

��-�＜ラダーⅣ＞プレゼンテーションスキル（文脈
的説明力、伝達力）：集団（病棟・組織）を変えるプレ
ゼンを学ぶ＜ダイジェスト版＞
JNA分類:専門性の開発の能力
S-QUE分類：物事を倫理的にとらえる力＜対課題力＞

全国から選ばれた専門・認定看護師、特定行為研修修了者、看護部長や看護師長、各分野の
臨床家や専門家など豊富な講師陣が揃っています。

専門家チーム／講師陣
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講師一覧 (敬称略・五十音順)講師一覧 (敬称略・五十音順)

淺香 えみ子 

石田 恵充佳

入江 利行

岩本 雅俊

宇都宮 明美

大久保 恵子

片山 雪子

木下 佳子

後藤 順一

櫻本 秀明

里井 陽介

清水 称喜

清水 孝宏

菅 広信 

杉島 寛

滝島 紀子

立野 淳子

田戸 朝美

辻本 雄大

露木 菜緒

永留 隼人

西村 祐枝

波多江 遵

濱本 実也

林 ゑり子

久松 正樹

平井 亮

平佐 靖子

廣瀬 恵

普天間 誠

平敷 好史

道又 元裕

宮本 毅治

武藤 教志

諸見里 勝

柳生 阿希

薬師寺 泰匡

山形 泰士

山﨑 優介

東京医科歯科大学病院 看護部長

小倉記念病院 薬剤部長

新古賀病院 看護師長 
クリティカルケア認定看護師

関西医科大学 
クリティカルケア看護学領域教授

製鉄記念八幡病院 患者サービス室 課長

榊原記念病院 副看護部長

河北総合病院 
急性・重症患者看護専門看護師

日本赤十字九州国際看護大学 
クリティカルケア・災害看護教授

那覇市立病院 主任看護師
集中ケア認定看護師

ヴェクソンインターナショナル株式会社
小児救急看護認定看護師　
MBAヘルスケア マネジメント修士
一般社団法人 CCRI 理事
ヴェクソンインターナショナル株式会社　
クリティカルケア認定看護師

久留米大学病院 看護部 
クリティカルケア認定看護師

元・駒沢女子大学
看護学部看護学科 教授

一般社団法人 CCRI 理事
ヴェクソンインターナショナル株式会社　
集中ケア認定看護師

榊原記念病院 看護部

榊原記念病院 看護部

東京女子医科大学病院　
リハビリテーション部

那覇市立病院 看護部 
看護師長　集中ケア認定看護師

純真学園大学 保健医療学部 看護学科 講師

宝塚市立病院 精神看護専門看護師

中部徳洲会病院 集中治療室 
集中ケア認定看護師

新東京病院 ICU 看護師長 
集中ケア認定看護師

薬師寺慈恵病院 院長

広島市立安佐市民病院 
糖尿病看護認定看護師
特定行為研修修了

日本鋼管病院 副院長兼看護部長

東京医科歯科大学病院 ERICU/ERHCU　
集中ケア認定看護師
感染症看護専門看護師

秋田大学医学部付属病院
看護部キャリア支援室 副看護師長
集中ケア認定看護師

小倉記念病院 看護部 科長
急性・重症患者看護専門看護師

山口大学大学院 医学系研究科 准教授
急性・重症患者看護専門看護師

奈良県立医科大学附属病院 
急性・重症患者看護専門看護師
特定看護師

岡山市立市民病院 看護部 副看護部長
急性・重症患者看護専門看護師

公立陶生病院 集中治療室 看護師長
集中ケア認定看護師

横浜市立大学医学部看護学科 
がん看護学／がん看護専門看護師

中村記念南病院 急性期病棟 看護師長
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

京都市立病院 看護部管理室 
教育担当 副看護師長

那覇市立病院 集中治療室
主任看護師　集中ケア認定看護師

東京医科歯科大学病院 GICU
集中ケア認定看護師

▶1つのテーマに関して
1人の講師が全ラダー
を講義

▶講義内容の軸をぶらさず
▶基本→事例→複雑事例と
　レベルアップ
▶もちろん講義内容の重複なし

日本赤十字医療センター
老人看護専門看護師

一般社団法人 CCRI代表理事   
元・杏林大学医学部付属病院 看護部長
ヴェクソンインターナショナル㈱看護企画部 部長
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導入の事例

●各講義シラバスに記載してある【目的】【内容】を参考に
●各講義の最後にある【演習課題】を参考に

看護部（教育委員会）で選定

個人学習

導入後の準備

看護部（教育委員会）で
決めることは2つ

2

1 Off-JT、個人学習の講義を選定
▶eラーニング上には選定した講義のみ表示可能です

誰がどのクリニカルラダーでスタートするかを決定
　

受講者氏名、部署(病棟)、クリニカルラダー等の初期登録は
自施設でも可能ですが、お困りの際はコールセンターに
お任せください。

▶個人で学習して欲しい講義

＜中・長期的視点で学習＞
・自己の興味・関心や課題を踏まえて
・目標を設定し、計画的に

＜日々の予習・復習として＞
・担当患者さんに合わせて
・病棟での困難事例に合わせて

集合研修(Off-JT)
▶病院の特性を考えて力を入れたい講義

▶多角的な見方・考え方が必要な講義

－患者との会話と情報収集の基本(問診の方法)
－緊急性の判断と報告(事例)
－臨床推論(事例)
－アサーションとチームワークの促進(事例)
－プレゼンテーションスキル
－暴言・暴力・ハラスメントへの対応方法(事例)　など

－グリーフケア(事例)
－尊厳死、DNAR、リビングウィル
－看護実践とリフレクション(事例)
－看護倫理　など

▶演習との組み合わせが効果的な講義
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ページ見本

次のページから！

ラダー別に表示　JNAクリニカルラダー
「４つの力」を表示

S-QUEクリニカルラダー別研修での分類
「専門的知識+横断的スキル」を表示

ニーズをとらえる力

協働する力
ケアする力

意思決定を支える力

看護実践能力
Ｐ9～Ｐ16

専門性の開発能力
Ｐ17～Ｐ20

リーダーシップと
マネジメント能力

Ｐ21,22
専門的、 倫理的、 
法的な実践能力

Ｐ23,24

コンテンツ一覧コンテンツ一覧
S-QUEクリニカルラダー別研修 コンテンツ一覧の           見方

開発した看護の専門家チームの想い
　学びはどこの病院でも行っていますが、看護部として研修内容の整理整頓が必要です。看護の「実践力」を培うために
どのような学びが必要か、検討を重ねて2年の歳月をかけて開発しました。
　研修とクリニカルラダーがうまく連動しない、「ラダー4以上」に適切な研修を思いつかずに困っている、このような病院は
多いです。バラバラに散らばった学習ではなく、クリニカルラダーを前提とした「集合体」としての学習が必要です。

チームを代表して
一般社団法人 Critical Care Research Institute（CCRI） 代表理事

元・杏林大学医学部付属病院看護部長
ヴェクソンインターナショナル(株)看護企画部 部長  道又 元裕 氏

JNAラダーを構成する4つの力
に対応するコンテンツが一目で
わかります!

新しく改訂される
JNAラダーに基づき、
柔軟に利用できる
研修プログラムを開発
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マイページサンプル

無料お試し
は

2023年1月10日から開始します。

クリニカルラダーの
レベル別に登録

受講する講義は病院で
自由に選択可能

1講義約20分で約300講義

没入感、臨場感を
大事にした講義作りを
心がけています

すべての講義に
演習課題を提供

JNAクリニカルラダーに
基づいたレーダーチャートで
受講状況を簡単把握　

※お試し期間は
�週間となります

25

演習課題は必要に応じて
レポート機能で管理者に提出

お試し申込受付中!
申込みは
こちらから

https://s-que.net/apply/freetrial/

→



教材丸ごと用意で、教育担当者様の負担を軽減！

講義への質問はいつでも可能。
講師の回答を受講者にフィードバック

講義シラバス
講義資料
演習のワークシート等
必要な講義資料はいつでも
ダウンロード可能

＜講義資料･演習ワークシート＞

講義画面サンプル

26

＜講義シラバス＞



STEP 2

課題内容を確認後、本文の入力を行います。

STEP 3

レポート提出機能と管理画面の一部紹介

入力内容の確認後、下部に表示された
「レポートを提出する」ボタンをクリックし
提出完了となります。

STEP 1

講義ページの右上に表示されている
「レポート」ボタンをクリックします。

レポート提出を行う講義とするかは看護部が決定します。
提出機能を使用する場合、講義ページからレポート提出を行います。

27

STEP 1

講義ページの右上に表示されている
「レポート」ボタンをクリックします。

レポート提出を行う科目とするかは看護部が決定します。
提出機能を使用する場合、講義ページからレポート提出を行います。



クリニカルラダーに準拠する研
修プログラムのため、受講履歴

受講状
況は、カテゴリーごとに受講完了
数を一目で確認ができます。さ
らに、講義ごとの詳細な受講状

提出されたレポート内容を、管
理者が確認し、コメントを加え
て、「合格/不合格」を決めること

① カテゴリーごとに受講数を表示します。

②講義ごとの詳しい受講状況を
　 確認できるページへ遷移します。

蓄積・保管できる履歴として、
講義の視聴時間、受講完了日、
受講ステータス、レポート提出

視聴時間は、視聴
回数ごとに日時と視聴時間を細

レポート内容の確認（管理者機能）

④上記で絞り込んだ内容の学習ログを
　 すべて表示いたします。

⑤ クリックすると画面が開く。

③ クリニカルラダーのレベルとカテゴリーの絞り込みを行います。

蓄積・保管できる受講履歴

クリニカルラダーに準拠する研
修プログラムのため、受講履歴
は蓄積・保管できます。受講状
況は、カテゴリーごとに受講完了
数を一目で確認ができます。さ
らに、講義ごとの詳細な受講状
況を確認することも可能です。

提出されたレポート内容を、管
理者が確認し、コメントを加え
て、「合格/不合格」を決めること
ができます。

蓄積・保管できる履歴として、
講義の視聴時間、受講完了日、
受講ステータス、レポート提出
内容等です。視聴時間は、視聴
回数ごとに日時と視聴時間を細
かく確認できます。

レポート内容の確認（管理者機能）
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③クリニカルラダーのレベルとカテゴリーの絞り込みを行います。

⑤クリックすると画面が開きます。

①カテゴリーごとに受講数を表示します。

②講義ごとの詳しい受講状況を
確認できるページへ遷移します。

④上記で絞り込んだ内容の学習ログを
すべて表示いたします。



内　容 講　師

各 20 分程度の講義を想定

各 20分程度の講義を想定

1 患者安全の基本 患者安全とは
京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
教授　松村 由美

2 ヒューマンファクターズ 患者安全における
ヒューマンファクターズの重要性

京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター　
特定病院助教　植野 司

3 安全文化の醸成 システムとその複雑さが
患者管理にもたらす影響を理解する

京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
教授　松村 由美

4 チーミング 有能なチームの一員であること
京都大学医学部附属病院初期診療・救急科 / 救急部　
教授・部長　大鶴 繁

5 インシデント報告と分析 エラーに学び害を防止する
京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
助教　加藤 果林

6 リスクの理解と管理 臨床におけるリスクの理解と
マネジメント

京都大学医学研究科 医学教育・国際化推進センター　
講師　山本 憲

7 品質改善の手法 品質改善の手法を用いて
医療を改善する

京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター　
助教　染谷 真紀

8 患者安全への患者参加 患者や介護者と協同する
京都大学医学研究科 社会健康医学系専攻　
特定准教授　岡田 浩

9 コミュニケーション 患者や介護者と協同する
京都大学医学研究科 婦人科学産科学　
助教　江川 美保

10 医薬品の安全管理 投薬の安全性を改善する
京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
院内講師　山本 崇

1 感染予防対策の基本
埼玉医科大学総合医療センター 総合診療内科 
教授　岡 秀昭

2 感染対策に関する組織とルール
埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行

埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行

埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行

3 スタンダードプリコーション
埼玉医科大学 医学部 総合医療センター　感染症科・感染制御科
川村 隆之

4 手指衛生と感染予防

5 感染経路別予防策

6 針刺し予防策と対応
埼玉医科大学総合医療センター 総合診療内科
西田 裕介

必須研修 (医療・患者安全 )

必須研修 (感染予防対策 )

内　容 WHO患者安全カリキュラムガイド 講　師

監修：京都大学医学部附属病院医療安全管理部 松村 由美

監修：埼玉医科大学総合医療センター 総合診療内科 教授 岡 秀昭

クリニカルラダー別研修オープニング記念

①必須研修（医療・患者安全／感染予防対策） ②ケアスタッフ向け研修

2023 年 3月までにご契約いただければ、以下①②の eラーニングを 1年間無料で提供いたします。

①必須研修は 2023 年度中に続々コンテンツを追加いたします。
● 急変予防・対応　● BLS　 ● 災害対策　● フィジカルアセスメント　● リスククライシスマネジメント　● 静脈注射
● ホスピタリティ　● メンタル・ヘルスケア　● チームビルディング

1年間無料
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➁ケアスタッフ向け研修は新しいコンテンツを追加いたします。
努力義務の研修や介護情報公表で確認される項目など

対象：介護職員、看護補助者ほか

ケアスタッフ向け研修 介護の心構え、エンド・オブライフケア、睡眠の介護、身体拘束ゼロの技術、
リハビリテーションの理解についてなどの介護技術プログラム。

6

5

7

8

9

10

11

12

13

ベッド上での移動
及び体位変換、
起き上がりの介護

❶移動介護の基本
❷体位変換、上方移動の介護
❸起き上がりの介護

ベッドから車椅子
への移乗と座り直し、
車椅子操作の介護

❶移乗介護の確認ポイント
❷ベッド上端座位から車椅子への移乗介護
❸ 分割の移乗介護、スライディングボード、
座り直しの介護

利用者・家族との
相談・苦情と、多職種
における情報伝達

❶多職種協働における情報伝達
❷苦情に対する解決策と再発防止策
❸利用者特性に応じた対応

配慮のある
衣服着脱の基本と
正しい清拭

❶衣服着脱時の配慮
❷清拭の手順
❸清潔維持と褥瘡予防

介護施設における
感染対策と衛生管理

❶感染や予防の基礎知識
❷手指衛生、個人防護具の使用
❸環境整備、感染経路別予防策など

杖歩行の介護と
リハビリテーション
意識

❶歩行の意義とメカニズム
❷杖歩行の介護
❸日常生活でできるリハビリテーション

健康を保つための
口腔ケア

❶口腔ケアの重要性
❷口の中の介護と義歯への対応
❸口腔ケア時の観察とチェックポイント

状況の変化に応じた
対応～観察して
兆候に気づく !

❶咳やむせ込みへの対応
❷便・尿の異常への対応
❸皮膚の異常への対応

認知症介護の理解と
実践そして工夫

❶認知症の人を理解する
❷食事・入浴・排泄ケアの実際
❸困難事例の対応

18

19

20

21

22

23

24

25

26

残存能力を奪わない
介護ポイント集～利用者
の特性に応じた介護～

❶過介護にならないために
❷様々な生活場面での事例から
❸利用者特性による事例から

守秘義務と
プライバシー保護

❶個人情報とは何か
❷ガイダンスの理解
❸法的側面の守秘義務

睡眠の介護
❶睡眠のメカニズム
❷健康上のリスクと睡眠の関係
❸質の良い睡眠のために

腰痛予防の
介護の心得

❶腰痛予防の姿勢
❷適切な福祉用具の活用
❸介護後の体操、ストレッチ

エンド・オブ・
ライフケア

❶症状緩和と援助
❷意思決定支援の関わり
❸看取りと家族の心のケア

フットケアの介護
❶フットケアの基本と医療除外行為
❷身体と心を支えるフットケア、ネイルケア
❸フットケアとアロマの融合

介護過程の展開と
記録の書き方

❶根拠に基づいた介護過程の展開
❷今より良くするアセスメントの視点
❸伝える記録、伝わる記録、ICTによる展開

身体拘束ゼロの
技術

❶身体拘束と倫理的視点
❷拘束しない介護の工夫とその実践
❸ロボット介護機器によるリノベーション

リハビリテーション
の理解と協働

❶高齢者におけるリハビリテーション
❷多職種協働のリハビリテーション
❸ 自由気ままに活きるためのリハビリテー
ション

1

2

3

4

接遇・マナーと
コミュニケーション

❶介護の心構え
❷好感の持てる誠意ある態度とは
❸信頼関係とコミュニケーション

安全な排泄介護と
転倒転落予防

❶排泄の準備
❷トイレの排泄介護
❸ポータブルトイレの排泄介護、オムツ交換

洗体の基礎と
入浴前後の
チェックポイント

❶入浴の目的、事前の確認
❷衣類の着脱
❸洗体、清拭

安全な食事介護と
誤嚥予防

❶安全な食事介護、食事前の準備
❷食事の介護
❸ベッド上での食事介護、口腔ケア

15

16

17

「座る」の介護と「立て
る」の介護～能動座位
と座り直しの必要性

❶「座る」の介護 
❷座り直しの介護
❸「立てる」の介護

褥瘡予防の介護
～圧と摩擦を考える

❶褥瘡の発生とその予防 
❷ポジショニングと体位変換
❸スキンケアと栄養管理、生活不活発の予防

「参加」の一歩、外に出る
ということ～階段やスロー
プの歩行と車椅子の活用～

❶ 活動・心身機能と参加レベルの構造、外出
の準備
❷屋外での歩行介護
❸屋外での車椅子移動介護

14 事故発生防止
❶日常的にヒヤリハットを意識する
❷根拠ある客観的記録の作成
❸事故後の対処方法

1

2

3

4

身体的拘束等の適正化のための
従業者に対する研修

感染症及び食中毒の予防
及びまん延の防止関する研修

BCP
（自然災害、感染症研修②に加えシミュレーション研修）

事故発生の防止のための研修

6

7

8

褥瘡対策に関する継続的教育

認知症介護基礎研修

ハラスメント研修

5 高齢者虐待防止

老健、特養義務化研修

監修：社会福祉法人富山県社会福祉協議会 富山県福祉カレッジ　教授
　　　公益社団法人日本介護福祉士会　元名誉会長
　　　一般社団法人富山県介護福祉士会　前会長

田中 雅子
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➁ケアスタッフ向け研修は新しいコンテンツを追加いたします。
努力義務の研修や介護情報公表で確認される項目など

対象：介護職員、看護補助者ほか

ケアスタッフ向け研修 介護の心構え、エンド・オブライフケア、睡眠の介護、身体拘束ゼロの技術、
リハビリテーションの理解についてなどの介護技術プログラム。

6

5

7

8

9

10

11

12

13

ベッド上での移動
及び体位変換、
起き上がりの介護

❶移動介護の基本
❷体位変換、上方移動の介護
❸起き上がりの介護

ベッドから車椅子
への移乗と座り直し、
車椅子操作の介護

❶移乗介護の確認ポイント
❷ベッド上端座位から車椅子への移乗介護
❸ 分割の移乗介護、スライディングボード、
座り直しの介護

利用者・家族との
相談・苦情と、多職種
における情報伝達

❶多職種協働における情報伝達
❷苦情に対する解決策と再発防止策
❸利用者特性に応じた対応

配慮のある
衣服着脱の基本と
正しい清拭

❶衣服着脱時の配慮
❷清拭の手順
❸清潔維持と褥瘡予防

介護施設における
感染対策と衛生管理

❶感染や予防の基礎知識
❷手指衛生、個人防護具の使用
❸環境整備、感染経路別予防策など

杖歩行の介護と
リハビリテーション
意識

❶歩行の意義とメカニズム
❷杖歩行の介護
❸日常生活でできるリハビリテーション

健康を保つための
口腔ケア

❶口腔ケアの重要性
❷口の中の介護と義歯への対応
❸口腔ケア時の観察とチェックポイント

状況の変化に応じた
対応～観察して
兆候に気づく !

❶咳やむせ込みへの対応
❷便・尿の異常への対応
❸皮膚の異常への対応

認知症介護の理解と
実践そして工夫

❶認知症の人を理解する
❷食事・入浴・排泄ケアの実際
❸困難事例の対応

18

19

20

21

22

23

24

25

26

残存能力を奪わない
介護ポイント集～利用者
の特性に応じた介護～

❶過介護にならないために
❷様々な生活場面での事例から
❸利用者特性による事例から

守秘義務と
プライバシー保護

❶個人情報とは何か
❷ガイダンスの理解
❸法的側面の守秘義務

睡眠の介護
❶睡眠のメカニズム
❷健康上のリスクと睡眠の関係
❸質の良い睡眠のために

腰痛予防の
介護の心得

❶腰痛予防の姿勢
❷適切な福祉用具の活用
❸介護後の体操、ストレッチ

エンド・オブ・
ライフケア

❶症状緩和と援助
❷意思決定支援の関わり
❸看取りと家族の心のケア

フットケアの介護
❶フットケアの基本と医療除外行為
❷身体と心を支えるフットケア、ネイルケア
❸フットケアとアロマの融合

介護過程の展開と
記録の書き方

❶根拠に基づいた介護過程の展開
❷今より良くするアセスメントの視点
❸伝える記録、伝わる記録、ICTによる展開

身体拘束ゼロの
技術

❶身体拘束と倫理的視点
❷拘束しない介護の工夫とその実践
❸ロボット介護機器によるリノベーション

リハビリテーション
の理解と協働

❶高齢者におけるリハビリテーション
❷多職種協働のリハビリテーション
❸ 自由気ままに活きるためのリハビリテー
ション

1

2

3

4

接遇・マナーと
コミュニケーション

❶介護の心構え
❷好感の持てる誠意ある態度とは
❸信頼関係とコミュニケーション

安全な排泄介護と
転倒転落予防

❶排泄の準備
❷トイレの排泄介護
❸ポータブルトイレの排泄介護、オムツ交換

洗体の基礎と
入浴前後の
チェックポイント

❶入浴の目的、事前の確認
❷衣類の着脱
❸洗体、清拭

安全な食事介護と
誤嚥予防

❶安全な食事介護、食事前の準備
❷食事の介護
❸ベッド上での食事介護、口腔ケア

15

16

17

「座る」の介護と「立て
る」の介護～能動座位
と座り直しの必要性

❶「座る」の介護 
❷座り直しの介護
❸「立てる」の介護

褥瘡予防の介護
～圧と摩擦を考える

❶褥瘡の発生とその予防 
❷ポジショニングと体位変換
❸スキンケアと栄養管理、生活不活発の予防

「参加」の一歩、外に出る
ということ～階段やスロー
プの歩行と車椅子の活用～

❶ 活動・心身機能と参加レベルの構造、外出
の準備
❷屋外での歩行介護
❸屋外での車椅子移動介護

14 事故発生防止
❶日常的にヒヤリハットを意識する
❷根拠ある客観的記録の作成
❸事故後の対処方法

1

2

3

4

身体的拘束等の適正化のための
従業者に対する研修

感染症及び食中毒の予防
及びまん延の防止関する研修

BCP
（自然災害、感染症研修②に加えシミュレーション研修）

事故発生の防止のための研修

6

7

8

褥瘡対策に関する継続的教育

認知症介護基礎研修

ハラスメント研修

5 高齢者虐待防止

老健、特養義務化研修

監修：社会福祉法人富山県社会福祉協議会 富山県福祉カレッジ　教授
　　　公益社団法人日本介護福祉士会　元名誉会長
　　　一般社団法人富山県介護福祉士会　前会長

田中 雅子
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ニーズをとらえる力

協働する力 ケアする力

意思決定を支える力

お申込みはこちらから
https://s-que.net/apply-form/clinical-ladder/

QRコード

〒101-0054東京都千代田区神田錦町3-15 8F

導入を検討中の皆様へ
オンラインでご説明・サポートいたします。お気軽にお問い合わせくださいませ。


